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(57)【要約】
【課題】尿定性の測定と沈渣の測定のうち、どちらの測
定が先に行われても自動的にクロスチェックを実行でき
る尿分析装置および尿検体情報処理装置を提供する。
【解決手段】尿定性測定部による定性の測定結果は、定
性ＤＢに記憶され、尿沈渣測定部による沈渣の測定結果
は、沈渣ＤＢに記憶される。尿定性測定部によって検体
が測定され、定性の測定結果が得られたとき、沈渣ＤＢ
に当該検体の沈渣の測定結果が記憶されていれば、当該
定性の測定結果と当該沈渣の測定結果とのクロスチェッ
クが実行される。また、尿沈渣測定部によって検体が測
定され、沈渣の測定結果が得られたとき、定性ＤＢに当
該検体の定性の測定結果が記憶されていれば、当該沈渣
の測定結果と当該定性の測定結果とのクロスチェックが
実行される。これにより、尿定性測定部の測定と尿沈渣
測定部の測定のうち、どちらの測定が先に行われてもク
ロスチェックが実行され得る。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　尿定性に関する測定項目を測定する定性測定部と、
　尿沈渣に関する測定項目を測定する沈渣測定部と、
　前記定性測定部によって検体を測定して得られた定性測定結果、および、前記沈渣測定
部によって検体を測定して得られた沈渣測定結果を記憶する記憶部と、
　前記定性測定部によって検体が測定され、定性測定結果が得られたとき、前記記憶部に
当該検体の沈渣測定結果が記憶されていれば、当該定性測定結果と当該沈渣測定結果との
クロスチェックを実行し、前記沈渣測定部によって検体が測定され、沈渣測定結果が得ら
れたときに、前記記憶部に当該検体の定性測定結果が記憶されていれば、当該沈渣測定結
果と当該定性測定結果とのクロスチェックを実行する制御部と、を備える、
ことを特徴とする尿分析装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の尿分析装置において、
　前記制御部は、前記定性測定部によって検体が測定され、定性測定結果が得られたとき
、前記記憶部に記憶された当該検体に対する沈渣測定結果が所定時間内に得られたもので
あれば、当該定性測定結果と当該沈渣測定結果とのクロスチェックを実行し、前記沈渣測
定部によって検体が測定され、沈渣測定結果が得られたとき、前記記憶部に記憶された当
該検体に対する定性測定結果が所定時間内に得られたものであれば、当該沈渣測定結果と
当該定性測定結果とのクロスチェックを実行する、
ことを特徴とする尿分析装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の尿分析装置において、
　前記所定時間を設定する設定手段をさらに備える、
ことを特徴とする尿分析装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の尿分析装置において、
　前記所定時間は、１５分以上６０分以下がデフォルト値として設定されている、
ことを特徴とする尿分析装置。
【請求項５】
　請求項１ないし４の何れか一項に記載の尿分析装置において、
　前記記憶部は、定性測定結果を保持する第１データベースと、沈渣測定結果を保持する
第２データベースと、定性測定結果と沈渣測定結果とを組み合わせるための組情報を保持
する第３データベースとを記憶し、
　前記制御部は、前記定性測定部によって検体が測定され、定性測定結果が得られたとき
、前記第２データベースに当該検体の沈渣測定結果が記憶されていれば、得られた定性測
定結果と記憶された沈渣測定結果とを組み合わせるための組情報を、前記第３のデータベ
ースに記憶し、前記沈渣測定部によって検体が測定され、沈渣測定結果が得られたとき、
前記第１データベースに当該検体の定性測定結果が記憶されていれば、得られた沈渣測定
結果と記憶された定性測定結果とを組み合わせるための組情報を、前記第３のデータベー
スに記憶する、
ことを特徴とする尿分析装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の尿分析装置において、
　前記制御部は、組み合わされた定性測定結果と沈渣測定結果について実行したクロスチ
ェックの結果を更に前記第３データベースに記憶する、
ことを特徴とする尿分析装置。
【請求項７】
　請求項１ないし６の何れか一項に記載の尿分析装置において、
　前記定性測定部から前記沈渣測定部の順に検体を搬送する搬送部をさらに備える、
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ことを特徴とする尿分析装置。
【請求項８】
　尿定性に関する測定項目を測定する定性測定部と、尿沈渣に関する測定項目を測定する
沈渣測定部と、に接続された尿検体情報処理装置であって、
　前記定性測定部によって検体を測定して得られた定性測定結果、および、前記沈渣測定
部によって検体を測定して得られた沈渣測定結果を記憶する記憶部と、
　前記定性測定部によって検体が測定され、定性測定結果が得られたとき、前記記憶部に
当該検体の沈渣測定結果が記憶されていれば、当該定性測定結果と当該沈渣測定結果との
クロスチェックを実行し、前記沈渣測定部によって検体が測定され、沈渣測定結果が得ら
れたときに、前記記憶部に当該検体の定性測定結果が記憶されていれば、当該沈渣測定結
果と当該定性測定結果とのクロスチェックを実行するする制御部と、を備える、
ことを特徴とする尿検体情報処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、尿定性の測定および尿沈渣の測定を実行する尿分析装置および尿検体情報処
理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　尿定性の測定および尿沈渣の測定を実行する尿分析装置が知られている。このような尿
分析装置においては、尿定性の測定項目と尿沈渣の測定項目のうち、互いに関連のある測
定項目について相互に測定結果チェックするクロスチェックが行われているものがある（
例えば、特許文献１、２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－９８２１９号公報
【特許文献２】特開平９－２１８１９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　尿沈渣は、尿定性の測定の結果、更なる検査が必要と判定された場合にのみ測定される
ことが多い。このため、尿検査においては、まず尿定性の測定が行われ、その後で尿沈渣
の測定が行われる。また、尿定性および尿沈渣の両方の測定結果が揃わないと、クロスチ
ェックを実行できないため、たとえば、特許文献１に記載されているように、尿沈渣の測
定結果が得られた後で、自動的にクロスチェックが実行されていた。
【０００５】
　しかしながら、実際の検査業務においては、尿沈渣の測定後に尿定性の測定が行われる
こともあった。この場合、従来の尿分析装置では、クロスチェックが自動的に実行されな
いため、ユーザに負担がかかっていた。
【０００６】
　本発明は、かかる課題に鑑みてなされたものであり、尿定性の測定と尿沈渣の測定のう
ち、どちらの測定が先に行われても自動的にクロスチェックを実行できる尿分析装置およ
び尿検体情報処理装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１の態様は、尿分析装置に関する。この態様に係る尿分析装置は、尿定性に
関する測定項目を測定する定性測定部と、尿沈渣に関する測定項目を測定する沈渣測定部
と、前記定性測定部によって検体を測定して得られた定性測定結果、および、前記沈渣測
定部によって検体を測定して得られた沈渣測定結果を記憶する記憶部と、前記定性測定部
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によって検体が測定され、定性測定結果が得られたとき、前記記憶部に当該検体の沈渣測
定結果が記憶されていれば、当該定性測定結果と当該沈渣測定結果とのクロスチェックを
実行し、前記沈渣測定部によって検体が測定され、沈渣測定結果が得られたときに、前記
記憶部に当該検体の定性測定結果が記憶されていれば、当該沈渣測定結果と当該定性測定
結果とのクロスチェックを実行する制御部と、を備える。
【０００８】
　本態様に係る尿分析装置によれば、定性測定部の測定と沈渣測定部の測定のうち、どち
らの測定が先に行われてもクロスチェックが実行され得る。これにより、ユーザの負担を
軽減することができる。
【０００９】
　本態様に係る尿分析装置において、前記制御部は、前記定性測定部によって検体が測定
され、定性測定結果が得られたとき、前記記憶部に記憶された当該検体に対する沈渣測定
結果が所定時間内に得られたものであれば、当該定性測定結果と当該沈渣測定結果とのク
ロスチェックを実行し、前記沈渣測定部によって検体が測定され、沈渣測定結果が得られ
たとき、前記記憶部に記憶された当該検体に対する定性測定結果が所定時間内に得られた
ものであれば、当該沈渣測定結果と当該定性測定結果とのクロスチェックを実行するよう
構成され得る。こうすると、時間が経過して劣化したような検体に対して行われた測定結
果に基づいてクロスチェックが実行されなくなるため、クロスチェックの精度が高く維持
され得る。
【００１０】
　この場合に、本態様に係る尿分析装置は、前記所定時間を設定する設定手段をさらに備
えるよう構成され得る。こうすると、ユーザは、設定手段を介して所定時間を設定するこ
とができるため、検体の劣化の度合いに対するユーザごとの許容範囲に合わせて、クロス
チェックが行われる時間範囲を設定することが可能となる。
【００１１】
　また、この場合に、前記所定時間は、１５分以上６０分以下がデフォルト値として設定
されているよう構成され得る。所定時間が１５分以上に設定されると、沈渣測定部で使用
される試薬が切れ、その交換のために、たとえば定性測定から沈渣測定までに１０分を要
した場合であっても、クロスチェックが実行される。また、所定時間が６０分以下に設定
されると、沈渣測定までに長時間が経過し、細菌が発生した検体について精度の低いクロ
スチェックが実行されてしまうことを防止できる。従って、クロスチェックが行われる時
間範囲としては、１５分以上６０分以下が適切であり、このような所定時間が予めセット
されていると、ユーザ自身が所定時間を設定する必要がなくなる。また、デフォルト値と
して設定された所定時間を目安に、簡便に、所定時間を調整することができる。
【００１２】
　また、本態様に係る尿分析装置において、前記記憶部は、定性測定結果を保持する第１
データベースと、沈渣測定結果を保持する第２データベースと、定性測定結果と沈渣測定
結果とを組み合わせるための組情報を保持する第３データベースとを記憶し、前記制御部
は、前記定性測定部によって検体が測定され、定性測定結果が得られたとき、前記第２デ
ータベースに当該検体の沈渣測定結果が記憶されていれば、得られた定性測定結果と記憶
された沈渣測定結果とを組み合わせるための組情報を、前記第３のデータベースに記憶し
、前記沈渣測定部によって検体が測定され、沈渣測定結果が得られたとき、前記第１デー
タベースに当該検体の定性測定結果が記憶されていれば、得られた沈渣測定結果と記憶さ
れた定性測定結果とを組み合わせるための組情報を、前記第３のデータベースに記憶する
よう構成され得る。
【００１３】
　この場合に、前記制御部は、組み合わされた定性測定結果と沈渣測定結果について実行
したクロスチェックの結果を更に前記第３データベースに記憶するよう構成され得る。
【００１４】
　また、本態様に係る尿分析装置は、前記定性測定部から前記沈渣測定部の順に検体を搬
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送する搬送部をさらに備える構成とされ得る。
【００１５】
　本発明の第２の態様は、尿検体情報処理装置に関する。この態様に係る尿検体情報処理
装置は、前記定性測定部によって検体を測定して得られた定性測定結果、および、前記沈
渣測定部によって検体を測定して得られた沈渣測定結果を記憶する記憶部と、前記定性測
定部によって検体が測定され、定性測定結果が得られたとき、前記記憶部に当該検体の沈
渣測定結果が記憶されていれば、当該定性測定結果と当該沈渣測定結果とのクロスチェッ
クを実行し、前記沈渣測定部によって検体が測定され、沈渣測定結果が得られたときに、
前記記憶部に当該検体の定性測定結果が記憶されていれば、当該沈渣測定結果と当該定性
測定結果とのクロスチェックを実行するする制御部と、を備える。
【００１６】
　本態様に係る尿分析装置によれば、上記第１の態様と同様の効果が奏され得る。
【発明の効果】
【００１７】
　以上のとおり、本発明によれば、尿定性の測定と尿沈渣の測定のうち、どちらの測定が
先に行われても自動的にクロスチェックを実行できる尿分析装置および尿検体情報処理装
置を提供することができる。
【００１８】
　本発明の効果ないし意義は、以下に示す実施の形態の説明により更に明らかとなろう。
ただし、以下に示す実施の形態は、あくまでも、本発明を実施化する際の一つの例示であ
って、本発明は、以下の実施の形態により何ら制限されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】実施の形態に係る尿分析装置を含むシステム全体の構成を示す図である。
【図２】実施の形態に係る尿定性測定部、尿沈渣測定部、搬送ユニットおよびホストコン
ピュータの構成を示す図である。
【図３】実施の形態に係る情報処理装置の回路構成を示す図である。
【図４】実施の形態に係る定性ＤＢの構成を概念的に示す図および沈渣ＤＢの構成を概念
的に示す図である。
【図５】実施の形態に係るマージＤＢの構成を概念的に示す図およびクロスチェックテー
ブルの構成を概念的に示す図である。
【図６】実施の形態に係る定性の測定処理時の情報処理装置によるマージ処理を示すフロ
ーチャートである。
【図７】実施の形態に係る沈渣の測定処理時の情報処理装置によるマージ処理を示すフロ
ーチャートである。
【図８】実施の形態に係るマージ処理の例について説明する図である。
【図９】実施の形態に係る情報処理装置による設定処理を示すフローチャートおよびサー
ビス設定画面を示す図である。
【図１０】実施の形態に係る尿分析装置による測定の結果を表示するための結果表示画面
を示す図である。
【図１１】実施の形態に係るマージデータ表示画面を示す図である。
【図１２】実施の形態に係る定性の測定結果のみからなるマージデータを表示する場合の
マージデータ表示画面を示す図である。
【図１３】実施の形態に係るマージデータ表示画面の沈渣結果表示領域の変更例を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本実施の形態は、尿蛋白、尿糖等の検査（尿定性の検査）、および、尿中に含まれる赤
血球、白血球、上皮細胞等の検査（尿沈渣の検査）を行う臨床検体分析装置に本発明を適
用したものである。尿沈渣の検査は、通常、尿定性の検査が行われた結果、さらに尿沈渣
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の検査が必要であるとされた検体について行われる。また、尿沈渣の検査が尿定性の検査
よりも先に行われる場合や、尿沈渣の検査のみが行われる場合もある。本実施の形態では
、異なる検体を収容する複数の検体容器がラックにセットされ、このラックが検体分析装
置にセットされて各検体の検査が行われる。
【００２１】
　以下、本実施の形態に係る尿分析装置について、図面を参照して説明する。
【００２２】
　図１は、尿分析装置１を含むシステム全体の構成を示す図である。本実施の形態に係る
尿分析装置１は、測定ユニット２と、搬送ユニット３０と、情報処理装置４０を備えてい
る。
【００２３】
　測定ユニット２は、尿定性の検査を行う尿定性測定部１０と、尿沈渣の検査を行う尿沈
渣測定部２０とを有している。尿定性測定部１０と尿沈渣測定部２０は、互いに通信可能
に接続されている。また、尿定性測定部１０と尿沈渣測定部２０は、それぞれ、情報処理
装置４０と通信可能に接続されている。さらに、尿定性測定部１０は、搬送ユニット３０
と通信可能に接続されている。
【００２４】
　尿定性測定部１０は、複数の測定項目（尿定性測定項目）について検体の測定が可能で
ある。尿定性測定項目には、ブドウ糖（ＧＬＵ）、蛋白質（ＰＲＯ）、アルブミン（ＡＬ
Ｂ）、ビリルビン（ＢＩＬ）、ウロビリノーゲン（ＵＲＯ）、ｐＨ（ＰＨ）、潜血（ＢＬ
Ｄ）、ケトン体（ＫＥＴ）、亜硝酸塩（ＮＩＴ）、白血球（ＬＥＵ）、クレアチニン（Ｃ
ＲＥ）、アルブミン／クレアチニン比（Ａ／Ｃ）が含まれる。
【００２５】
　尿沈渣測定部２０は、複数の測定項目（尿沈渣測定項目）について検体の測定が可能で
ある。尿沈渣測定項目には、赤血球（ＲＢＣ）、白血球（ＷＢＣ）、上皮細胞（ＥＣ）、
円柱（ＣＡＳＴ）、細菌（ＢＡＣＴ）、結晶（Ｘ’ＴＡＬ）、酵母様真菌（ＹＬＣ）、小
型円形細胞（ＳＲＣ）、細胞成分などを含む病的な円柱（Ｐａｔｈ．ＣＡＳＴ）、粘液糸
（ＭＵＣＵＳ）、精子（ＳＰＥＲＭ）、尿導電率（Ｃｏｎｄ．）、赤血球形態情報（ＲＢ
Ｃ－Ｉｎｆｏ．）、尿濃度情報（Ｃｏｎｄ．－Ｉｎｆｏ．）、ＵＴＩ（尿路感染症）情報
（ＵＴＩ－Ｉｎｆｏ．）が含まれる。
【００２６】
　搬送ユニット３０は、尿定性測定部１０および尿沈渣測定部２０に共通の単一ユニット
である。搬送ユニット３０は、測定ユニット２の前面に装着されており、搬送路３１を備
えている。搬送路３１は、搬送ユニット３０の上面よりも一段低い平板状の底面を有して
いる。搬送路３１上を搬送される検体ラック５０には、１０本の検体容器５１を保持でき
るよう１０個の保持部が形成されている。検体容器５１は、検体ラック５０の保持部に保
持されることにより、検体ラック５０とともに搬送路３１上を搬送される。検体容器５１
の側面には、検体を特定するためのバーコードラベル（図示せず）が貼付されている。情
報処理装置４０は、通信回線を介してホストコンピュータ６０と通信可能に接続されてい
る。
【００２７】
　搬送路３１は、右側に設けられた四角形の右槽領域３１ａと、左側に設けられた四角形
の左槽領域３１ｃと、右槽領域３１ａと左槽領域３１ｃを連結する連結領域３１ｂとによ
って構成される。ユーザによって右槽領域３１ａの手前側に検体ラック５０が載置される
と、この検体ラック５０は後方（測定ユニット２に近接する方向）に搬送され、右槽領域
３１ａの奥側の端に位置付けられる。しかる後、この検体ラック５０は、連結領域３１ｂ
を左方向に搬送される。
【００２８】
　バーコードリーダ１０６は、バーコードリーダ１０６の手前に位置付けられた検体容器
５１に貼付されたバーコードラベルからバーコード情報を読み出す。なお、バーコードリ
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ーダ１０６は、後述するように尿定性測定部１０の制御部１０１により制御されている。
【００２９】
　連結領域３１ｂには、検体ラック５０に保持された検体容器５１から検体を吸引するた
めの２つの吸引位置が設けられている。一方の吸引位置に位置付けられた検体容器５１か
ら、尿定性測定部１０に備えられたノズル（図示せず）によって検体が吸引される。他方
の吸引位置に位置付けられた検体容器５１から、尿沈渣測定部２０に備えられたノズル（
図示せず）によって検体が吸引される。こうして、連結領域３１ｂ上の検体容器５１に収
容される検体の吸引は、尿定性測定部１０と尿沈渣測定部２０によって、順に吸引が行わ
れる。
【００３０】
　全ての検体の吸引が完了した検体ラック５０は、連結領域３１ｂに沿って左方向へ搬送
され、左槽領域３１ｃの奥側の端に位置づけられる。左槽領域３１ｃの奥側に位置付けら
れている検体ラック５０は、前方に搬送され、左槽領域３１ｃの手前側に順次位置付けら
れる。こうして、左槽領域３１ｃの手前に位置付けられた検体ラック５０は、ユーザによ
り取り出される。
【００３１】
　図２は、尿定性測定部１０と、尿沈渣測定部２０と、搬送ユニット３０と、ホストコン
ピュータ６０の構成を示す図である。
【００３２】
　尿定性測定部１０は、制御部１０１と、通信部１０２と、吸引部１０３と、試験紙供給
部１０４と、検出部１０５と、バーコードリーダ１０６を有している。制御部１０１は、
ＣＰＵ１０１ａと記憶部１０１ｂを有している。
【００３３】
　ＣＰＵ１０１ａは、記憶部１０１ｂに記憶されているコンピュータプログラムを実行す
ると共に、尿定性測定部１０の各部を制御する。また、ＣＰＵ１０１ａは、通信部１０２
を介して、搬送ユニット３０の各部を制御する。記憶部１０１ｂは、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ハ
ードディスク等の記憶手段を備える。
【００３４】
　通信部１０２は、制御部１０１からの信号を処理して、尿沈渣測定部２０と、搬送ユニ
ット３０と、情報処理装置４０に出力すると共に、尿沈渣測定部２０と、搬送ユニット３
０と、情報処理装置４０からの信号を処理して制御部１０１に出力する。吸引部１０３は
、上述した一方の吸引位置に位置付けられている検体容器５１内の検体を、尿定性測定部
１０のノズルを介して吸引する。試験紙供給部１０４は、測定に必要な試験紙を、試験紙
が収容されている試験紙フィーダから取り出し、取り出した試験紙に吸引部１０３により
吸引された検体を点着させる。検出部１０５は、検体が点着された試験紙を測定する。か
かる測定により得られた測定結果は、制御部１０１に出力され、ＣＰＵ１０１ａにより解
析される。バーコードリーダ１０６は、検体容器５１に貼付されたバーコードラベルから
バーコード情報を読み出し、制御部１０１に出力する。
【００３５】
　尿沈渣測定部２０は、制御部２０１と、通信部２０２と、吸引部２０３と、試料調製部
２０４と、検出部２０５を有している。制御部２０１は、ＣＰＵ２０１ａと記憶部２０１
ｂを有している。
【００３６】
　ＣＰＵ２０１ａは、記憶部２０１ｂに記憶されているコンピュータプログラムを実行す
ると共に、尿沈渣測定部２０の各部を制御する。記憶部２０１ｂは、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ハ
ードディスク等の記憶手段を備える。
【００３７】
　通信部２０２は、制御部２０１からの信号を処理して、尿定性測定部１０と情報処理装
置４０に出力すると共に、尿定性測定部１０と情報処理装置４０からの信号を処理して制
御部２０１に出力する。吸引部２０３は、上述した一方の供給位置に位置付けられている
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検体容器５１内の検体を、尿沈渣測定部２０のノズルを介して吸引する。試料調製部２０
４は、吸引部２０３により吸引された検体と、測定に必要な試薬とを混合攪拌し、検出部
２０５による測定用の試料を調製する。検出部２０５は、試料調製部２０４により調製さ
れた試料を、フローサイトメータにより測定する。かかる測定により得られた測定結果は
、制御部２０１に出力される。
【００３８】
　搬送ユニット３０は、通信部３０１と、搬送駆動部３０２と、センサ部３０３を有して
いる。通信部３０１は、尿定性測定部１０からの信号を処理して、搬送ユニット３０の各
部に出力すると共に、搬送ユニット３０の各部からの信号を処理して、尿定性測定部１０
に出力する。搬送駆動部３０２は、尿定性測定部１０のＣＰＵ１０１ａにより制御される
。センサ部３０３は、搬送ユニット３０に設けられた各種センサを含み、これらのセンサ
からの出力信号を、通信部３０１を介して尿定性測定部１０に出力する。
【００３９】
　ホストコンピュータ６０は、制御部６０１と通信部６０２を有している。制御部６０１
は、ＣＰＵ６０１ａと記憶部６０１ｂを有している。ＣＰＵ６０１ａは、記憶部６０１ｂ
に記憶されているコンピュータプログラムを実行すると共に、情報処理装置４０から定性
オーダと沈渣オーダの問い合わせを受け付けると、それぞれ、記憶部６０１ｂに記憶して
いる定性オーダと沈渣オーダを返す。また、ＣＰＵ６０１ａは、情報処理装置４０を介し
て尿定性測定部１０から受信した測定結果と、記憶部６０１ｂに記憶している測定要否の
基準とに基づいて、尿沈渣測定部２０の沈渣オーダを決定する。記憶部６０１ｂは、ＲＯ
Ｍ、ＲＡＭ、ハードディスク等の記憶手段を備える。
【００４０】
　図３は、情報処理装置４０の回路構成を示す図である。
【００４１】
　情報処理装置４０は、パーソナルコンピュータからなり、本体４００と、入力部４１０
と、表示部４２０から構成されている。本体４００は、ＣＰＵ４０１と、ＲＯＭ４０２と
、ＲＡＭ４０３と、ハードディスク４０４と、読出装置４０５と、入出力インターフェー
ス４０６と、画像出力インターフェース４０７と、通信インターフェース４０８を有する
。
【００４２】
　ＣＰＵ４０１は、ＲＯＭ４０２に記憶されているコンピュータプログラムおよびＲＡＭ
４０３にロードされたコンピュータプログラムを実行する。また、ＣＰＵ４０１は、尿定
性測定部１０と尿沈渣測定部２０から受信した定性オーダと沈渣オーダの問い合わせに基
づいて、ホストコンピュータ６０に定性オーダと沈渣オーダの問い合わせを行う。また、
ＣＰＵ４０１は、ホストコンピュータ６０から受信した定性オーダと沈渣オーダを、それ
ぞれ、尿定性測定部１０と尿沈渣測定部２０に送信する。
【００４３】
　ＲＡＭ４０３は、ＲＯＭ４０２およびハードディスク４０４に記録されているコンピュ
ータプログラムの読み出しに用いられる。また、ＲＡＭ４０３は、これらのコンピュータ
プログラムを実行するときに、ＣＰＵ４０１の作業領域としても利用される。
【００４４】
　ハードディスク４０４には、オペレーティングシステムおよびアプリケーションプログ
ラムなど、ＣＰＵ４０１に実行させるための種々のコンピュータプログラムと、コンピュ
ータプログラムの実行に用いるデータが記憶されている。また、ハードディスク４０４に
は、サービス設定画面Ｄ１（図９（ｂ）参照）と、結果表示画面Ｄ２（図１０参照）と、
マージデータ表示画面Ｄ３（図１１、１２参照）を表示するためのプログラムがインスト
ールされている。
【００４５】
　また、ハードディスク４０４には、尿定性測定部１０による定性の測定結果（定性測定
結果）が記憶される定性ＤＢ（データベース）（図４（ａ）参照）と、尿沈渣測定部２０
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による沈渣の測定結果（沈渣測定結果）が記憶される沈渣ＤＢ（図４（ｂ）参照）と、定
性測定結果と沈渣測定結果に基づくマージＤＢ（図５（ａ）参照）と、クロスチェックテ
ーブル（図５（ｂ）参照）が記憶されている。
【００４６】
　読出装置４０５は、ＣＤドライブまたはＤＶＤドライブ等によって構成されており、記
録媒体に記録されたコンピュータプログラムおよびデータを読み出すことができる。入出
力インターフェース４０６には、マウスやキーボードからなる入力部４１０が接続されて
おり、ユーザが入力部４１０を使用することにより、情報処理装置４０にデータが入力さ
れる。画像出力インターフェース４０７は、ディスプレイ等で構成された表示部４２０に
接続されており、画像データに応じた映像信号を、表示部４２０に出力する。表示部４２
０は、入力された映像信号をもとに、画像を表示する。また、通信インターフェース４０
８により、尿定性測定部１０と、尿沈渣測定部２０と、ホストコンピュータ６０に対して
データの送受信が可能となる。
【００４７】
　図４（ａ）は、定性ＤＢの構成を概念的に示す図である。
【００４８】
　図示の如く、定性ＤＢには、ナンバー項目と、検体番号項目と、測定日付項目と、測定
時刻項目と、複数の定性の測定結果項目が含まれている。ナンバー項目には、レコード（
行）を一意的に特定するための番号が記憶される。検体番号項目には、検体ごとに付与さ
れている検体番号が記憶される。測定日付項目と測定時刻項目には、尿定性測定部１０に
よる測定が行われた日時が記憶される。測定結果項目には、尿定性測定部１０の測定によ
り得られる複数の定性の測定結果が記憶される。
【００４９】
　なお、定性ＤＢの各項目は、過去の履歴を残しながら記憶される。すなわち、定性ＤＢ
は、複数行を有しており、当該複数行を超えない情報については、新たな情報がインプッ
トされたとしても消去されることはない。
【００５０】
　図４（ｂ）は、沈渣ＤＢの構成を概念的に示す図である。
【００５１】
　図示の如く、沈渣ＤＢには、ナンバー項目と、検体番号項目と、測定日付項目と、測定
時刻項目と、複数の沈渣の測定結果項目が含まれている。ナンバー項目には、レコード（
行）を一意的に特定するための番号が記憶される。検体番号項目には、検体ごとに付与さ
れている検体番号が記憶される。測定日付項目と測定時刻項目には、尿沈渣測定部２０に
よる測定が行われた日時が記憶される。測定結果項目には、尿沈渣測定部２０の測定によ
り得られる複数の沈渣の測定結果が記憶される。
【００５２】
　なお、沈渣ＤＢの各項目は、過去の履歴を残しながら記憶される。すなわち、沈渣ＤＢ
は、複数行を有しており、当該複数行を超えない情報については、新たな情報がインプッ
トされたとしても消去されることはない。
【００５３】
　図５（ａ）は、マージＤＢの構成を概念的に示す図である。
【００５４】
　図示の如く、マージＤＢには、ナンバー項目と、定性ナンバー項目と、沈渣ナンバー項
目と、クロスチェック結果項目が含まれている。ナンバー項目には、レコード（行）を一
意的に特定するための番号が記憶される。測定日付項目と測定時刻項目には、マージＤＢ
にレコードが作成された日時が記憶される。定性ナンバー項目と沈渣ナンバー項目には、
それぞれ、定性ＤＢのナンバー項目の番号と沈渣ＤＢのナンバー項目の番号が記憶される
。なお、対応する定性ＤＢのナンバー項目または沈渣ＤＢのナンバー項目がない場合には
、定性ナンバー項目または沈渣ナンバー項目には、０が記憶される。
【００５５】
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　なお、マージＤＢの各項目は、過去の履歴を残しながら記憶される。すなわち、マージ
ＤＢは、複数行を有しており、当該複数行を超えない情報については、新たな情報がイン
プットされたとしても消去されることはない。
【００５６】
　なお、マージＤＢの各レコードにおいて、定性ナンバー項目に記憶される定性ＤＢのナ
ンバー項目の番号と、沈渣ナンバー項目に記憶される沈渣ＤＢのナンバー項目の番号との
組み合わせが、「組情報」に相当する。
【００５７】
　クロスチェック結果項目には、定性ナンバー項目の番号により定性ＤＢから得られる定
性の測定結果と、沈渣ナンバー項目の番号により沈渣ＤＢから得られる沈渣の測定結果と
に基づいて行われるクロスチェックの結果が適宜記憶される。クロスチェックが行われた
結果、図５（ｂ）のクロスチェックテーブルの何れかのチェック対象（チェック項目）に
ついて、定性の測定結果と沈渣の測定結果との間に不適合な関係（エラー）があると、当
該チェック項目に対応するクロスチェックテーブルのナンバー項目の番号が、クロスチェ
ック結果項目に記憶される。クロスチェック結果項目には、一つのレコード（行）に対し
て、エラーと判定されたクロスチェックテーブルのナンバー項目の番号を書き込むための
欄が１０個準備されている。クロスチェックテーブルのナンバー項目の番号が書き込まれ
ない欄には０が記憶される。
【００５８】
　図５（ｂ）は、クロスチェックテーブルの構成を概念的に示す図である。
【００５９】
　図示の如く、クロスチェックテーブルには、ナンバー項目と、対象項目と、詳細項目が
含まれている。ナンバー項目には、レコード（行）を一意的に特定するための番号が記憶
される。対象項目には、尿定性測定部１０の測定項目と尿沈渣測定部２０の測定項目との
組み合わせ、すなわち、クロスチェックの対象となる定性の測定項目と沈渣の測定項目（
チェック項目）が記憶される。詳細項目には、クロスチェックの対象となる定性の測定項
目の測定結果と沈渣の測定項目の測定結果が、所定の関係にあるか否かを判定するために
用いられる情報が記憶されている。
【００６０】
　たとえば、クロスチェックテーブルの番号３の詳細項目には、図５（ｃ）に示す判定基
準を設定するための情報が記憶されている。図５（ｃ）において、横軸は定性の測定結果
における“ＣＡＳＴ”の測定値のレベル、縦軸は沈渣の測定結果における“ＰＲＯ”の測
定値のレベルである。この場合、“ＣＡＳＴ”の測定値のレベルと“ＰＲＯ”の測定値の
レベルの交点が白塗りの枠（ノーマル）の位置にあれば、“ＣＡＳＴ”の測定値のレベル
と“ＰＲＯ”の測定値のレベルは互いに適合する関係（正常）にあると判定され、交点が
黒塗りの枠（エラー）の位置にあれば、“ＣＡＳＴ”の測定値のレベルと“ＰＲＯ”の測
定値のレベルは互いに不適合な関係（エラー）にあると判定される。クロスチェックテー
ブルの他のチェック項目も同様に判定される。
【００６１】
　クロスチェックが行われる際には、定性の測定結果と沈渣の測定結果に対して、クロス
チェックテーブルの対象項目に示される２つの測定項目が、詳細項目に示される判定基準
に照らし合わせられ、両者が不適合な関係にあるか否かが判定される。不適合な関係にあ
ると、当該チェック項目に対応するクロスチェックテーブルのナンバー項目の番号が、マ
ージＤＢのクロスチェック結果項目に記憶される。
【００６２】
　図６は、定性の測定処理時の情報処理装置４０によるマージ処理を示すフローチャート
である。
【００６３】
　情報処理装置４０のＣＰＵ４０１は、尿定性測定部１０から受信した定性オーダの問い
合わせに基づいて、ホストコンピュータ６０に定性オーダの問い合わせを送信すると、ホ
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ストコンピュータ６０から問い合わせ結果（定性オーダ）を受信するまで処理を待機させ
る（Ｓ１０１）。ＣＰＵ４０１は定性オーダを受信すると（Ｓ１０１：ＹＥＳ）、受信し
た定性オーダを尿定性測定部１０に送信すると共に、この定性オーダに含まれる測定要否
に基づいて、尿定性測定部１０による測定の必要があるか否かを判定する（Ｓ１０２）。
【００６４】
　尿定性測定部１０による測定の必要がある場合（Ｓ１０２：ＹＥＳ）、ＣＰＵ４０１は
、定性ＤＢに新規レコードを作成する（Ｓ１０３）。この新規レコードでは、ナンバー項
目に一意的な番号が記憶され、検体番号項目に定性オーダに含まれる検体番号が記憶され
、これら２つの項目以外の項目は空である。
【００６５】
　続いて、ＣＰＵ４０１は、尿定性測定部１０による測定が終了し、尿定性測定部１０か
ら定性の測定結果を受信するまで処理を待機させる（Ｓ１０４）。ＣＰＵ４０１は、定性
の測定結果を受信すると（Ｓ１０４：ＹＥＳ）、受信した定性の測定結果を、定性ＤＢに
記憶する（Ｓ１０５）。すなわち、Ｓ１０３で作成したレコードの測定日付と測定時刻に
、受信した定性の測定結果に含まれる測定日時が記憶される。また、Ｓ１０３で作成した
レコードの測定結果項目に、受信した定性の測定結果に含まれる対応する測定結果が記憶
される。
【００６６】
　続いて、ＣＰＵ４０１は、受信した定性の測定結果に含まれる検体番号と同一の検体番
号であって、現在時刻から遡って設定時間内の沈渣の測定結果が、沈渣ＤＢに記憶されて
いるか否かを判定する（Ｓ１０６）。なお、設定時間については、追って図９（ａ）、（
ｂ）を参照して説明する。このような沈渣の測定結果があると（Ｓ１０６：ＹＥＳ）、処
理がＳ１０７に進められ、このような沈渣の測定結果がないと（Ｓ１０６：ＮＯ）、処理
がＳ１１１に進められる。
【００６７】
　Ｓ１０６でＹＥＳと判定されると、ＣＰＵ４０１は、受信した定性の測定結果と、この
ような沈渣の測定結果のうち最新の沈渣の測定結果からクロスチェックを行う（Ｓ１０７
）。かかるクロスチェックの判定には、図５（ｂ）に示したクロスチェックテーブルが用
いられる。
【００６８】
　続いて、ＣＰＵ４０１は、この定性の測定結果へのリンクと、最新の沈渣の測定結果へ
のリンクと、Ｓ１０７で行ったクロスチェック結果を、マージＤＢに記憶する（Ｓ１０８
）。すなわち、ＣＰＵ４０１により、マージＤＢに新規レコードが作成され、このレコー
ドの測定日付と測定時刻には、この新規レコードを作成した時刻が記憶される。また、こ
のレコードの定性ナンバー項目と沈渣ナンバー項目には、それぞれ、クロスチェックに用
いた定性の測定結果を示す定性ＤＢのナンバー項目の番号と、クロスチェックに用いた沈
渣の測定結果を示す沈渣ＤＢのナンバー項目の番号が記憶される。また、このレコードの
クロスチェック結果項目には、クロスチェックの結果が適宜記憶される。
【００６９】
　次に、尿定性測定部１０による測定の必要がない場合（Ｓ１０２：ＮＯ）、ＣＰＵ４０
１は、受信した定性の測定結果に含まれる検体番号と同一の検体番号であって、現在時刻
から遡って設定時間内の沈渣の測定結果が、沈渣ＤＢに記憶されているか否かを判定する
（Ｓ１０９）。このような沈渣の測定結果があると（Ｓ１０９：ＹＥＳ）、処理がＳ１１
０に進められ、このような沈渣の測定結果がないと（Ｓ１０９：ＮＯ）、処理がＳ１１１
に進められる。
【００７０】
　Ｓ１０９でＹＥＳと判定されると、ＣＰＵ４０１は、このような沈渣の測定結果のうち
最新の沈渣の測定結果へのリンクを、マージＤＢに記憶する（Ｓ１１０）。すなわち、Ｃ
ＰＵ４０１により、マージＤＢに新規レコードが作成され、このレコードの測定日付と測
定時刻には、この新規レコードを作成した時刻が記憶される。また、このレコードの沈渣
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ナンバー項目には、このような沈渣の測定結果のうち最新の沈渣の測定結果を示す沈渣Ｄ
Ｂのナンバー項目の番号が記憶される。また、このレコードの定性ナンバー項目とクロス
チェック結果項目には０が格納される。
【００７１】
　ＣＰＵ４０１は、ユーザにより情報処理装置４０のシャットダウン処理が行われないと
（Ｓ１１１：ＮＯ）、Ｓ１０１～Ｓ１１０の処理を繰り返し、シャットダウン処理が行わ
れると（Ｓ１１１：ＹＥＳ）、処理を終了させる。
【００７２】
　図７は、沈渣の測定処理時の情報処理装置４０によるマージ処理を示すフローチャート
である。
【００７３】
　情報処理装置４０のＣＰＵ４０１は、尿沈渣測定部２０から受信した沈渣オーダの問い
合わせに基づいて、ホストコンピュータ６０に沈渣オーダの問い合わせを送信すると、ホ
ストコンピュータ６０から問い合わせ結果（沈渣オーダ）を受信するまで処理を待機させ
る（Ｓ２０１）。ＣＰＵ４０１は沈渣オーダを受信すると（Ｓ２０１：ＹＥＳ）、受信し
た沈渣オーダを尿沈渣測定部２０に送信すると共に、この沈渣オーダに含まれる測定要否
に基づいて、尿沈渣測定部２０による測定の必要があるか否かを判定する（Ｓ２０２）。
【００７４】
　尿沈渣測定部２０による測定の必要がある場合（Ｓ２０２：ＹＥＳ）、ＣＰＵ４０１は
、沈渣ＤＢに新規レコードを作成する（Ｓ２０３）。この新規レコードでは、ナンバー項
目に一意的な番号が記憶され、検体番号項目に沈渣オーダに含まれる検体番号が記憶され
、これら２つの項目以外の項目は空である。
【００７５】
　続いて、ＣＰＵ４０１は、尿沈渣測定部２０による測定が終了し、尿沈渣測定部２０か
ら沈渣の測定結果を受信するまで処理を待機させる（Ｓ２０４）。ＣＰＵ４０１は、沈渣
の測定結果を受信すると（Ｓ２０４：ＹＥＳ）、受信した沈渣の測定結果を、沈渣ＤＢに
記憶する（Ｓ２０５）。すなわち、Ｓ２０３で作成したレコードの測定日付と測定時刻に
、受信した沈渣の測定結果に含まれる測定日時が記憶される。また、Ｓ２０３で作成した
レコードの測定結果項目に、受信した沈渣の測定結果に含まれる対応する測定結果が記憶
される。
【００７６】
　続いて、ＣＰＵ４０１は、受信した沈渣の測定結果に含まれる検体番号と同一の検体番
号であって、現在時刻から遡って設定時間内の定性の測定結果が、定性ＤＢに記憶されて
いるか否かを判定する（Ｓ２０６）。このような定性の測定結果があると（Ｓ２０６：Ｙ
ＥＳ）、処理がＳ２０７に進められ、このような定性の測定結果がないと（Ｓ２０６：Ｎ
Ｏ）、処理がＳ２１１に進められる。
【００７７】
　Ｓ２０６でＹＥＳと判定されると、ＣＰＵ４０１は、このような定性の測定結果のうち
最新の定性の測定結果と、受信した沈渣の測定結果からクロスチェックを行う（Ｓ２０７
）。かかるクロスチェックの判定には、図５（ｂ）に示したクロスチェックテーブルが用
いられる。
【００７８】
　続いて、ＣＰＵ４０１は、最新の定性の測定結果へのリンクと、この沈渣の測定結果へ
のリンクと、Ｓ２０７で行ったクロスチェック結果を、マージＤＢに記憶する（Ｓ２０８
）。すなわち、ＣＰＵ４０１により、マージＤＢに新規レコードが作成され、このレコー
ドの測定日付と測定時刻には、この新規レコードを作成した時刻が記憶される。また、こ
のレコードの定性ナンバー項目と沈渣ナンバー項目には、それぞれ、クロスチェックに用
いた定性の測定結果を示す定性ＤＢのナンバー項目の番号と、クロスチェックに用いた沈
渣の測定結果を示す沈渣ＤＢのナンバー項目の番号が記憶される。また、このレコードの
クロスチェック結果項目には、クロスチェックの結果が適宜記憶される。
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【００７９】
　次に、尿沈渣測定部２０による測定の必要がない場合（Ｓ２０２：ＮＯ）、ＣＰＵ４０
１は、受信した沈渣の測定結果に含まれる検体番号と同一の検体番号であって、現在時刻
から遡って設定時間内の定性の測定結果が、定性ＤＢに記憶されているか否かを判定する
（Ｓ２０９）。このような定性の測定結果があると（Ｓ２０９：ＹＥＳ）、処理がＳ２１
０に進められ、このような定性の測定結果がないと（Ｓ２０９：ＮＯ）、処理がＳ２１１
に進められる。
【００８０】
　Ｓ２０９でＹＥＳと判定されると、ＣＰＵ４０１は、このような定性の測定結果のうち
最新の定性の測定結果へのリンクを、マージＤＢに記憶する（Ｓ２１０）。すなわち、Ｃ
ＰＵ４０１により、マージＤＢに新規レコードが作成され、このレコードの測定日付と測
定時刻には、この新規レコードを作成した時刻が記憶される。また、このレコードの定性
ナンバー項目には、このような定性の測定結果のうち最新の定性の測定結果を示す定性Ｄ
Ｂのナンバー項目の番号が記憶される。また、このレコードの沈渣ナンバー項目とクロス
チェック結果項目には０が格納される。
【００８１】
　ＣＰＵ４０１は、ユーザにより情報処理装置４０のシャットダウン処理が行われないと
（Ｓ２１１：ＮＯ）、Ｓ２０１～Ｓ２１０の処理を繰り返し、シャットダウン処理が行わ
れると（Ｓ２１１：ＹＥＳ）、処理を終了させる。
【００８２】
　図８（ａ）は、マージ処理の例について説明する図である。
【００８３】
　図８（ａ）において、縦軸は時間を示しており、情報処理装置４０が時間軸に沿って、
定性の測定結果Ａ１、Ａ２と沈渣の測定結果Ｂ１、Ｂ２を受信したことを示している。な
お、これらの測定は全て同一検体に対して行われたものであり、測定が行われた日時と、
情報処理装置４０が測定結果を受信した日時は同じであるとする。また、測定結果Ａ１と
測定結果Ｂ１の得られた時間差はΔｔ１であり、測定結果Ａ１と測定結果Ｂ２の得られた
時間差はΔｔ２であり、測定結果Ｂ２と測定結果Ａ２の得られた時間差はΔｔ３であると
する。また、Δｔ１とΔｔ２は上記設定時間よりも小さく、Δｔ３は上記設定時間よりも
大きいとする。
【００８４】
　測定結果Ａ１と測定結果Ｂ１は、当該検体を収容した検体容器５１が、検体ラック５０
に保持されて、搬送ユニット３０により、最初に搬送経路を搬送されたときに得られたも
のである。測定結果Ｂ２は、当該検体を収容した検体容器５１が、検体ラック５０に保持
されて、搬送ユニット３０により、２回目に搬送経路を搬送されたときに得られたもので
ある。この場合、ホストコンピュータ６０には、当該検体に対し、尿沈渣の測定のみを行
うオーダが登録される。測定結果Ａ２は、当該検体を収容した検体容器５１が、検体ラッ
ク５０に保持されて、搬送ユニット３０により、３回目に搬送経路を搬送されたときに得
られたものである。この場合、ホストコンピュータ６０には、当該検体に対し、尿定性の
測定のみを行うオーダが登録される。
【００８５】
　図８（ａ）を参照して、ホストコンピュータ６０に定性オーダの問い合わせが行われた
結果、定性の測定が必要であると判定されると、この検体について定性の測定が行われ、
測定結果Ａ１が得られる。測定結果Ａ１が得られた時点で、それ以前に同一検体の沈渣の
測定は行われていないため、クロスチェックは行われず、測定結果Ａ１に基づくマージＤ
Ｂへのレコードの追加も行われない。
【００８６】
　続いて、この検体について、ホストコンピュータ６０に沈渣オーダの問い合わせが行わ
れる。測定結果Ａ１に基づきホストコンピュータ６０が沈渣の測定が必要であると判定す
ると、この検体について沈渣の測定を行う旨のオーダが情報処理装置４０に送信される。
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これにより、沈渣の測定が行われ、測定結果Ｂ１が得られる。測定結果Ｂ１が得られた時
点で、Δｔ１だけ前に測定結果Ａ１が得られているため、測定結果Ａ１、Ｂ１に基づいて
クロスチェックが行われ、マージＤＢへのレコードの追加が行われる。
【００８７】
　続いて、ユーザは、沈渣の測定のみを再度行うために、ホストコンピュータ６０に対し
て、この検体について沈渣の測定のみが行われるよう定性オーダと沈渣オーダを設定する
。そして、ユーザは、この検体を右槽領域３１ａに再びセットし、測定を開始させる。し
かる後に、ホストコンピュータ６０に定性オーダと沈渣のオーダが問い合わされた結果、
この検体について定性の測定は行われず、沈渣の測定のみが行われ、測定結果Ｂ２が得ら
れる。測定結果Ｂ２が得られた時点で、Δｔ２だけ前に測定結果Ａ１が得られているため
、測定結果Ａ１、Ｂ２に基づいてクロスチェックが行われ、マージＤＢへのレコードの追
加が行われる。これにより、マージＤＢにおいて、測定結果Ａ１、Ｂ１に基づくレコード
と、測定結果Ａ１、Ｂ２に基づくレコードの両方が記憶された状態となる。
【００８８】
　続いて、ユーザは、定性の測定のみを再度行うために、ホストコンピュータ６０に定性
オーダと沈渣オーダを設定する。ホストコンピュータ６０に定性オーダが問い合わされた
結果、この検体について定性の測定が行われ、測定結果Ａ２が得られる。次に、ホストコ
ンピュータ６０に沈渣オーダが問い合わされ、この検体について沈渣の測定は行われない
旨の応答がなされる。これにより、沈渣の測定はスキップされる。測定結果Ａ２が得られ
た時点で、測定結果Ｂ２は上記設定時間よりも大きなΔｔ３だけ前に得られたものである
ため、測定結果Ａ２、Ｂ２に基づいてクロスチェックは行われず、マージＤＢへのレコー
ドの追加も行われない。
【００８９】
　図８（ｂ）は、図８（ａ）の測定結果Ｂ１が得られるタイミングで、ホストコンピュー
タ６０に沈渣オーダの問い合わせが行われた結果、沈渣の測定が不要であると判定された
場合を示す図である。
【００９０】
　この場合、沈渣の測定が不要であると判定された時点において、Δｔ１だけ前に測定結
果Ａ１が得られているため、測定結果Ａ１のみに基づいて、マージＤＢへのレコードの追
加が行われる。このとき、マージＤＢに追加されるレコードには、図５（ａ）に示すよう
に、沈渣ナンバー項目と全てのクロスチェック結果項目に０が記憶される。
【００９１】
　図９（ａ）は、情報処理装置４０による設定処理を示すフローチャートである。
【００９２】
　情報処理装置４０のＣＰＵ４０１は、ユーザにより入力部４１０を介して、サービス設
定画面Ｄ１の表示指示が行われたかを判定する（Ｓ３０１）。サービス設定画面Ｄ１の表
示指示が行われると（Ｓ３０１：ＹＥＳ）、ＣＰＵ４０１は、後述する設定項目の設定内
容をハードディスク４０４から読み出し、表示部４２０にサービス設定画面Ｄ１を表示す
る（Ｓ３０２）。
【００９３】
　図９（ｂ）は、サービス設定画面Ｄ１を示す図である。サービス設定画面Ｄ１は、設定
項目表示領域Ｄ１１と、入力領域Ｄ１２と、ＯＫボタンＤ１３と、キャンセルボタンＤ１
４を有している。
【００９４】
　設定項目表示領域Ｄ１１には、変更可能な情報処理装置４０の複数の設定項目が表示さ
れる。設定項目表示領域Ｄ１１に表示される設定項目には、図６のＳ１０６と図７のＳ２
０６で用いられる設定時間が含まれている。ユーザにより設定項目表示領域Ｄ１１内の設
定項目がクリックされると、クリックされた項目が図９（ｂ）に示すように反転表示され
、この設定項目の設定内容が入力領域Ｄ１２に表示される。図９（ｂ）において反転表示
されている設定項目は、図６のＳ１０６と図７のＳ２０６で用いられる設定時間に関する
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項目である。ユーザは、入力領域Ｄ１２に表示される内容を書き換え、ＯＫボタンＤ１３
をクリックすることにより、設定項目の内容を変更することができる。
【００９５】
　ここで、本実施の形態における設定時間のデフォルト値（初期状態の値）は、３０（分
）に設定されている。設定時間のデフォルト値は、尿定性測定部１０の測定と尿沈渣測定
部２０の測定の間に、試薬や試験紙が交換されたとしても、クロスチェックが行われる程
度に設定されるのが望ましい。すなわち、試薬や試験紙が交換されるのに要すると想定さ
れる時間（たとえば、１５分）以上に設定されるのが望ましい。また、設定時間のデフォ
ルト値は、測定結果の精度が保たれる程度に設定されるのが望ましい。すなわち、時間が
経過して劣化した検体の測定結果は精度が低いと考えられるため、このような測定結果に
基づいてクロスチェックが行われないよう、測定結果の精度が保たれると考えられる時間
（たとえば、６０分）以下に設定されるのが望ましい。
【００９６】
　なお、設定時間が０に設定されると、図６のＳ１０６と図７のＳ２０６において、必ず
ＮＯと判定されるため、クロスチェックは行われなくなる。
【００９７】
　図９（ａ）に戻り、サービス設定画面Ｄ１が表示されると（Ｓ３０２）、情報処理装置
４０のＣＰＵ４０１は、ＯＫボタンＤ１３またはキャンセルボタンＤ１４がクリックされ
るまで処理を待機させる。ＯＫボタンＤ１３がクリックされると（Ｓ３０３：ＹＥＳ）、
ＣＰＵ４０１は、ユーザにより書き換えられた設定内容をハードディスク４０４に記憶す
る（Ｓ３０４）。キャンセルボタンＤ１４がクリックされると（Ｓ３０３：ＮＯ、Ｓ３０
５：ＹＥＳ）、処理がＳ３０６に進められる。
【００９８】
　ＣＰＵ４０１は、ユーザにより情報処理装置４０のシャットダウン処理が行われないと
（Ｓ３０６：ＮＯ）、Ｓ３０１～Ｓ３０５の処理を繰り返し、シャットダウン処理が行わ
れると（Ｓ３０６：ＹＥＳ）、処理が終了する。
【００９９】
　図１０は、尿分析装置１による測定の結果を表示するための結果表示画面Ｄ２を示す図
である。結果表示画面Ｄ２は、ユーザの表示指示により表示部４２０に表示される。
【０１００】
　結果表示画面Ｄ２は、リスト表示領域Ｄ２１と、切替タブＤ２２ａ～Ｄ２２ｄと、患者
情報表示領域Ｄ２３と、表示ボタンＤ２４を有している。
【０１０１】
　リスト表示領域Ｄ２１は、切替タブＤ２２ａ～Ｄ２２ｄのうち選択されている切替タブ
に応じて、表示が切り替わるよう構成されている。図１０は、切替タブＤ２２ｃが選択さ
れ、マージＤＢに基づくマージデータが表示されている状態を示している。この状態にお
けるリスト表示領域Ｄ２１には、種別項目と、定性項目と、沈渣項目と、検体番号項目と
、測定日付項目と、測定時刻項目と、複数の測定結果項目が表示されている。
【０１０２】
　種別項目には、“FIN”または“CHK”の文字列が表示される。“FIN”が表示されてい
るとき、この行で示されるマージデータは、クロスチェック結果項目にエラーとされたチ
ェック項目が無い（全て０）ことを示している。“CHK”が表示されているとき、この行
で示されるマージデータは、クロスチェック結果項目にエラーとされたチェック項目があ
ることを示している。
【０１０３】
　定性項目と沈渣項目には、それぞれ、尿定性測定部１０と尿沈渣測定部２０による測定
に関する情報が表示される。これらの項目に“Comp”が表示されているとき、この行で示
されるマージデータは、測定結果が正常に得られていることを示している。
【０１０４】
　検体番号項目には、この行で示されるマージデータの元となった検体番号が表示される
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。測定日付項目と測定時刻項目には、マージＤＢの測定日付項目と測定時刻項目が表示さ
れる。測定結果項目は、定性の全ての測定項目と沈渣の全ての測定項目を含んでおり、定
性の測定結果と沈渣の測定結果が表示される。
【０１０５】
　切替タブＤ２２ａ～Ｄ２２ｃがクリックされると、リスト表示領域Ｄ２１には、それぞ
れ、定性ＤＢに基づく定性の測定結果と、沈渣ＤＢに基づく沈渣の測定結果と、マージＤ
Ｂに基づくマージデータが表示される。切替タブＤ２２ｄがクリックされると、リスト表
示領域Ｄ２１には、切替タブＤ２２ａ～Ｄ２２ｃがクリックされたときに表示される情報
の全てが表示される。
【０１０６】
　患者情報表示領域Ｄ２３には、リスト表示領域Ｄ２１においてクリックされた行の検体
番号から得られる患者情報が表示される。リスト表示領域Ｄ２１に図１０に示すようにマ
ージデータが表示されている場合に、リスト表示領域Ｄ２１内の行をクリックし、図示の
如く反転表示した状態で、表示ボタンＤ２４がクリックされると、この行に示すマージデ
ータの詳細がマージデータ表示画面Ｄ３に表示される。
【０１０７】
　図１１は、マージデータ表示画面Ｄ３を示す図である。なお、図１１のマージデータ表
示画面Ｄ３には、図１０のリスト表示領域Ｄ２１の上から５行目のマージデータが表示さ
れている。
【０１０８】
　マージデータ表示画面Ｄ３は、検体情報表示領域Ｄ３１と、患者情報表示領域Ｄ３２と
、定性結果表示領域Ｄ３３と、沈渣結果表示領域Ｄ３４、Ｄ３５と、クロスチェック結果
表示領域Ｄ３６を有している。
【０１０９】
　検体情報表示領域Ｄ３１には、マージデータ表示画面Ｄ３に表示されている測定結果の
元となった検体の情報が表示される。患者情報表示領域Ｄ３２には、この検体を採取した
患者情報が表示される。
【０１１０】
　定性結果表示領域Ｄ３３には、定性の測定結果一覧が表示される。沈渣結果表示領域Ｄ
３４には、沈渣の測定結果一覧が表示される。沈渣結果表示領域Ｄ３５には、沈渣の測定
結果がスキャッタグラムで表示される。クロスチェック結果表示領域Ｄ３６には、このマ
ージデータに対して行われたクロスチェックの結果が表示される。エラーとされたクロス
チェックが無い場合には、クロスチェック結果表示領域Ｄ３６は空欄となる。
【０１１１】
　図１２は、定性の測定結果のみからなるマージデータを表示する場合のマージデータ表
示画面Ｄ３を示す図である。なお、図１２のマージデータ表示画面Ｄ３には、図１０のリ
スト表示領域Ｄ２１の上から４行目のマージデータが表示されている。
【０１１２】
　この場合のマージデータ表示画面Ｄ３には、図１１に示すマージデータ表示画面Ｄ３と
異なり、沈渣の測定結果が含まれないため、沈渣結果表示領域Ｄ３４、Ｄ３５はグレーに
表示される。また、クロスチェックも行われていないため、クロスチェック結果表示領域
Ｄ３６もグレーに表示される。
【０１１３】
　なお、沈渣の測定結果のみからなるマージデータを表示する場合には、沈渣結果表示領
域Ｄ３４、Ｄ３５に沈渣の測定結果が表示され、定性結果表示領域Ｄ３３とクロスチェッ
ク結果表示領域Ｄ３６はグレーに表示される。
【０１１４】
　以上、本実施の形態によれば、定性の測定結果が得られたときに、同一検体番号であっ
て、設定時間内の沈渣の測定結果が沈渣ＤＢに記憶されていれば、これら測定結果に基づ
いてクロスチェックが行われる。また、沈渣の測定結果が得られたときに、同一検体番号
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であって、設定時間内の定性の測定結果が定性ＤＢに記憶されていれば、これら測定結果
に基づいてクロスチェックが行われる。これにより、尿定性測定部１０の測定と尿沈渣測
定部２０の測定のうち、どちらの測定が先に行われてもクロスチェックが実行され得る。
【０１１５】
　さらに、定性の測定結果が得られたときに、沈渣ＤＢに記憶された沈渣の測定結果が設
定時間内に得られたものであれば、クロスチェックが行われる。また、沈渣の測定結果が
得られたときに、定性ＤＢに記憶された定性の測定結果が設定時間内に得られたものであ
れば、クロスチェックが行われる。これにより、時間が経過して劣化したような検体に対
して行われた測定結果に基づいてクロスチェックが実行されなくなるため、クロスチェッ
クの精度が高く維持され得る。
【０１１６】
　以上、本発明の実施の形態について説明したが、本発明の実施の形態はこれらに限定さ
れるものではない。
【０１１７】
　たとえば、上記実施の形態では、ホストコンピュータ６０から送信される定性オーダと
沈渣オーダにより、それぞれ、尿定性測定部１０と尿沈渣測定部２０における測定が行わ
れるか否かが決定された。しかしながら、これに限らず、ユーザにより、尿定性測定部１
０と尿沈渣測定部２０で測定が行われるか否かが決定されるようにしても良い。
【０１１８】
　この場合、ユーザは、情報処理装置４０の入力部４１０（図３参照）を介して、ホスト
コンピュータ６０に対してオーダを問い合わせることなく測定が行われるような設定を、
情報処理装置４０に対して行う。このとき、ユーザは、尿定性の測定と尿沈渣の測定の何
れを行うか、また、どのような項目について測定を行うかを、併せて設定する。この設定
は、検体ごとではなく検体ラック５０ごとに行われる。これにより、検体ラック５０ごと
に、尿定性の測定と尿沈渣の測定のうち何れかの測定のみが行われようになる。かかる設
定の後、ユーザが検体容器５１を保持した検体ラック５０を右槽領域３１ａにセットして
測定を開始させると、当該検体に対して、尿定性の測定と尿沈渣の測定のうち何れかの測
定のみが行われる。
【０１１９】
　また、ユーザは、尿沈渣測定部２０によるマニュアル測定が行われるよう、情報処理装
置４０に設定を行うことにより、尿沈渣の測定のみを行うこともできる。この場合、尿沈
渣測定部２０の前方に設けられたマニュアル測定のためのセット位置に、ユーザにより検
体容器５１がセットされる。マニュアル測定が実行されると、このセット位置に尿沈渣測
定部２０のノズルが移動し、この位置から検体が吸引される。これにより、搬送路３１上
の他の検体よりも優先的に尿沈渣測定部２０による測定を行うことができるようになる。
【０１２０】
　このように、尿分析装置１では、尿定性測定部１０と尿沈渣測定部２０の何れか一方の
みにより測定を行うことができるため、ユーザは、適宜、尿定性の測定と尿沈渣の測定を
行うことができる。すなわち、尿沈渣測定部２０により検体の測定が行われた後、尿定性
測定部１０により、この検体の測定を行うこともできる。また、上記実施の形態で示した
ように尿定性測定部１０と尿沈渣測定部２０により順に測定が行われた後、さらに尿定性
測定部１０または尿沈渣測定部２０により測定を行うことができる。このような場合も、
上記実施の形態と同様、定性の測定結果と沈渣の測定結果が、それぞれ、定性ＤＢと沈渣
ＤＢに記憶され、図６、７に示したマージ処理が行われるようにしても良い。この場合、
図６のＳ１０１と図７のＳ２０１がそれぞれ省略され、検体に対する処理の際に、情報処
理装置４０に対するユーザからの設定に応じて、図６のＳ１０２と図７のＳ２０２の判断
が行われる。なお、マニュアル測定の場合は、必ず尿沈渣の測定が行われるため、図７の
Ｓ２０２の判定は常にＹＥＳである。したがって、マニュアル測定の場合は、Ｓ２０３以
降の処理が行われる。
【０１２１】
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　また、上記実施の形態では、測定対象として尿を例示したが、血液についても測定対象
とされ得る。すなわち、血液を検査する検体分析装置にも本発明を適用することができ、
さらに、他の臨床検体を検査する臨床検体分析装置に本発明を適用することもできる。
【０１２２】
　また、上記実施の形態では、尿沈渣測定部２０の測定は、フローサイトメータを用いて
行われたが、これに限らず、尿沈渣測定部２０の測定は、尿検体が撮像され、撮像された
沈渣画像が解析されることにより行われるようにしても良い。この場合、図１１、１２の
沈渣結果表示領域Ｄ３５に表示されているスキャッタグラムに替えて、撮像された沈渣画
像を含む沈渣結果表示領域Ｄ３５’（図１３参照）が表示されるようにしても良い。また
、図１１、１２の沈渣結果表示領域Ｄ３５に表示されているスキャッタグラムと共に、沈
渣結果表示領域Ｄ３５’が表示されるようにしても良い。このように、沈渣結果表示領域
Ｄ３５’が表示されると、ユーザは、同一検体について、測定結果の組み合わせを沈渣画
像とともに比較することができ、当該検体に対する測定結果をより適正に評価することが
できる。
【０１２３】
　また、上記実施の形態では、マージＤＢには、定性ＤＢと沈渣ＤＢのナンバー項目の番
号が記憶されたが、これに限らず、マージＤＢには、互いに組み合わされる定性の測定結
果と沈渣の測定結果が直接記憶されるようにしても良い。また、マージＤＢに、組み合わ
せ対象となる定性と沈渣の測定日時等の情報が記憶されるようにしても良い。このような
形態でマージＤＢに記憶される情報も、「組情報」に相当する。すなわち、請求項に記載
の「組情報」は、互いに組み合わされる定性の測定結果と沈渣の測定結果を抽出できるも
のであれば、如何なる情報であっても良い。なお、このように、図５（ａ）の定性ＤＢと
沈渣ＤＢのナンバー項目に代えて、定性と沈渣の測定結果や測定日時を記憶する場合、測
定結果の組み合わせや測定日時の組み合わせからは、組み合わせ対象の検体が特定できな
い。このため、これらの場合には、マージＤＢの各レコードに、検体番号を含める必要が
ある。
【０１２４】
　また、上記実施の形態では、定性の測定結果が得られたときに、沈渣ＤＢに記憶された
沈渣の測定結果が設定時間内に得られたものでなければ、組情報がマージＤＢに記憶され
ず、また、沈渣の測定結果が得られたときに、定性ＤＢに記憶された定性の測定結果が設
定時間内に得られたものでなければ、組情報がマージＤＢに記憶されなかった。しかしな
がら、これに替えて、定性の測定結果が得られたときに、沈渣ＤＢに沈渣の測定結果が記
憶されていれば、沈渣の測定結果が取得された時間にかかわらず、得られた定性の測定結
果と沈渣ＤＢに記憶された最新の沈渣の測定結果とから組情報を作成し、作成した組情報
をマージＤＢに記憶するようにしても良い。同様に、沈渣の測定結果が得られたときに、
定性ＤＢに定性の測定結果が記憶されていれば、定性の測定結果が取得された時間にかか
わらず、得られた沈渣の測定結果と定性ＤＢに記憶された最新の定性の測定結果とから組
情報を作成し、作成した組情報をマージＤＢに記憶するようにしても良い。
【０１２５】
　この他、本発明の実施の形態は、特許請求の範囲に示された技術的思想の範囲内におい
て、適宜、種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【０１２６】
　　　　１　…　尿分析装置
　　　１０　…　尿定性測定部（定性測定部）
　　　２０　…　尿沈渣測定部（沈渣測定部）
　　　３０　…　搬送ユニット（搬送部）
　　　４０　…　情報処理装置（尿検体情報処理装置）
　　４０１　…　ＣＰＵ（制御部）
　　４０４　…　ハードディスク（記憶部）
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　　　Ｄ１　…　サービス設定画面（設定手段）
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【図１１】 【図１２】

【図１３】
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